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要  約 

 

イミダゾリノン系の殺菌剤である「フェンアミドン」（IUPAC：(S)-1-アニリノ-4-

メチル-2-メチルチオ-4-フェニルイミダゾリン-5-オン）について、各種試験成績等を

用いて食品健康影響評価を実施した。 

 評価に供した試験成績は、動物代謝（ラット）、植物代謝（ぶどう、トマト、レタ

ス、ばれいしょ）、土壌中運命、加水分解、水中光分解、作物残留、土壌残留、急性

毒性（マウス、ラット）、亜急性毒性（マウス、ラット、イヌ）、慢性毒性（イヌ）、

慢性毒性/発がん性（ラット）、発がん性（マウス）、２世代繁殖（ラット）、発生毒性

（ラット、ウサギ）、遺伝毒性試験等である。 

 試験結果から、発がん性、繁殖能に対する影響、催奇形性、遺伝毒性、神経毒性は

認められなかった。 

各試験の無毒性量の最小値はラットを用いた慢性毒性/発がん性併合試験の 2.83 

mg/kg体重/日であったことから、これを根拠として、安全係数 100で除した 0.028 

mg/kg体重/日をフェンアミドンの一日摂取許容量（ADI）とした。 
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Ⅰ．評価対象農薬の概要 

１．用途 

殺菌剤 

 

２．有効成分の一般名 

      和名：フェンアミドン 
      英名：fenamidone（ISO 名） 

 

３．化学名 

  IUPAC 

      和名：(S)-1-ｱﾆﾘﾉ-4-ﾒﾁﾙ-2-ﾒﾁﾙﾁｵ-4-ﾌｪﾆﾙｲﾐﾀﾞｿﾞﾘﾝ-5-ｵﾝ 
      英名：(S)-1-anilino-4-methyl-2-methylthio-4-phenylimidazolin-5-one 

 

  CAS (No.161326-34-7) 

      和名：(5S)-3,5-ｼﾞﾋﾄﾞﾛ-5-ﾒﾁﾙ-2-(ﾒﾁﾙﾁｵ)-5-ﾌｪﾆﾙ-3-(ﾌｪﾆﾙｱﾐﾉ)-4H-ｲﾐﾀﾞｿﾞｰﾙ-4-ｵﾝ 

      英名：(5S)-3,5-dihydro-5-methyl-2-(methylthio)-5-phenyl-3-(phenylamino)- 
4H-imidazol-4-one 

 

４．分子式 

C17H17N3OS 

 
５．分子量 

311.4 

 

６．構造式 

 
 

 

 

 

７．開発の経緯 

フェンアミドンは 1992年にフランスのローヌ・プーラン アグロ社により発見されたイ

ミダゾリノン系の殺菌剤である。フェンアミドンは化学構造中に 1 個の不斉炭素を有する

が、本品は S 体である。フェンアミドンは病原菌のミトコンドリア内複合体Ⅲでの電子伝

達系を阻害するといわれている。諸外国では米国、フランス、ニュージーランド、中国等

でレタス、トマト、ぶどう、ばれいしょ等に登録されている。 
我が国では 2002年 11月にバイエルクロップサイエンス株式会社（以下「申請者」とい

う）より農薬取締法に基づく登録申請がなされ、参照 1～19、23～55の資料が提出されて

いる。（参照 1） 
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Ⅱ．試験結果概要 

１．動物体内運命試験 

フェンアミドンの C-フェニル環部分を 14Cで標識したもの（Cp-14C-フェンアミドン）、

N-フェニル環部分を 14Cで標識したもの（Np-14C-フェンアミドン）を用いて各種試験が行

われた。（他の運命試験も同様）放射能濃度及び代謝物濃度は特に断りがない場合フェンア

ミドンに換算した。 
 

（１）ラットにおける体内運命試験 

Cp-14C -フェンアミドン又は Np-14C-フェンアミドンを 3 mg/kg 体重（低用量）の用量で

単回又は 14日間反復経口投与した群、及び、Cp-14C -フェンアミドンを 300 mg/kg体重（高

用量）の用量で単回経口投与した群について、フェンアミドンの体内運命試験が行われた。 
Cp-14C-フェンアミドンの低用量単回投与 168時間後、尿中には投与量の 12.8%（雄）、

39.9%（雌）が、また、糞中には 80.7％（雄）、52.1％（雌）が排泄され、高用量単回投与

では尿中に 10.6%（雄）、13.0%（雌）が、糞中に 83.7％（雄）、91.0％（雌）が排泄され

た。また低用量反復投与では尿中に投与量の 11.4%（雄）、31.3％（雌）が、糞中に 84.7％

（雄）、60.5％（雌）が排泄された。Np-14C -フェンアミドン低用量単回投与 168時間後で
は、尿中に投与量の 26.6％（雄）、40.5％（雌）、糞中に 64.3％（雄）、49.6％（雌）が、

反復投与では尿中に 40.6％（雄）、46.5％（雌）、糞中に 52.0％（雄）、44.7％（雌）が排

泄された。なお、Np-14C-フェンアミドンを投与した雄では反復投与における尿中排泄率

（40.6％）が単回投与の場合（26.6%）と比較して増加したが、雌では変化しなかった。 

また、低用量単回投与における胆汁排泄率は Cp-14C-フェンアミドンで 72.6～79.7％、
Np-14C-フェンアミドンで 71.3～83.4％であり、糞から検出された放射能の大部分は胆汁排

泄によるものと考えられる。 

投与後の全血中濃度が最高に達したのは、それぞれCp-14C-フェンアミドンでは 3.7～4.3

時間後に 0.29～0.31μg/g（低用量）、14.6～25.7 時間後に 12.2～17.7μg/g（高用量）、

Np-14C-フェンアミドンでは 2.6～3.0時間後に 0.31～0.34μg/gであった。全血中濃度半減
期は Cp-14C-フェンアミドンでは 61.5～72.8時間（低用量）、72.0～83.5時間（高用量）、

Np-14C -フェンアミドンでは 109.2～129.6時間であった。 

投与 168時間後の主な組織の残留放射能は表 1のとおりであり、Cp-14C-フェンアミドン

では特に甲状腺で高い組織内濃度が認められ、Np-14C-フェンアミドンではいずれの組織で

も 0.11μg/g以下であった。 
各組織内濃度の経時変化を調べるために、各投与群の全血Tmax時、その半分、1/4、1/10

の時点で組織内放射能濃度を測定したところ、Cp-14C-フェンアミドンが特に甲状腺で高い

放射能濃度を示し、低用量単回投与の雄で投与 4、25.5、72、144 時間後に 0.62、4.73、

3.37、2.10μg/g、雌で投与 4、32、96、168 時間後に 0.35、2.10、1.42、1.60μg/g と推

移し、高用量単回投与の雄で投与 8、56、104、200時間後に 57.0、133、64.1、36.3μg/g、
雌で投与 24、94、168、292時間後に 53.8、52.7、36.9、16.8μg/gと推移し、投与 24～

56時間後に最高濃度に達し、以降、しだいに減衰することが明らかになった。 

Cp-14C-フェンアミドンのみが高い甲状腺組織濃度を示したことから、C-フェニル環部分

を有し、かつ N-フェニル環部分を有さない代謝物、例えば代謝物 C、Dが甲状腺に特異的

に分布したと考えられるが、反復投与による甲状腺組織内濃度が、単回経口投与によるも

のと同程度であることから、著しい蓄積性はないと考えられる。 




